
　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
よ
り
、
農
業
委
員
会
活
動
に
つ
き
ま
し

て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
改
正
農
業
委
員
会
法
が
施
行
さ
れ
、

農
業
委
員
会
は
許
認
可
だ
け
で
な
く
、
担
い
手
へ
の
集

積
・
集
約
化
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、
新

規
参
入
の
促
進
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
こ

と
が
制
度
的
に
よ
り
強
固
に
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
当
農
業
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
も

「
農
地
利
用
の
最
適
化
」
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
み
、

今
ま
で
以
上
に
農
地
法
の
厳
正
執
行
を
柱
に
し
て
、
優

良
農
地
の
確
保
や
有
効
利
用
を
図
り
、
遊
休
農
地
の
解

消
、
担
い
手
の
育
成
・
確
保
に
尽
力
し
、
農
業
者
や
地

域
の
期
待
に
応
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

本
市
の
農
業
を
魅
力
あ
る
も
の
と
し
、
次
世
代
に
繋

げ
て
い
く
た
め
、
委
員
各
位
と
協
力
し
活
動
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
実
り
多
き
年
と
な

り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

匝
瑳
市
農
業
委
員
会

会
長

太
田　

忠
治

ミニトマトで新規就農

「ひとり農家」
で頑張る農業女子

積
・
集

規
参
入

と
が
制

こ
の

「
農
地

今
ま
で

良
農
地

消
、
担

域
の
期

て
お
り

本
市

げ
て
い

り
ま
す

よ
う
お

新
し

り
ま
す

い
さ
つ

　非農家出身で、東京での会社勤めを経て、
茨城県にある農業の学校で１年、旭市のミ
ニトマト農家で１年の修行の後、単身で匝
瑳市に転入し、新規就農して 1年半。
　地元の農業委員さんを初め、ベテラン農
家さんのお世話になっています。
　「ひとり農業なので収穫時期が重ならない
よう工夫して作物を生産し、収益を上げら
れるようになりたい」と今後の抱負を語る
横山慶子さん（堀川地区）です。
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そうさ
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農業委員会体制　（　　）は担当地区

会　　　長 会長職務代理者 副　　会　　長

太田　忠治（平和） 菱木　信治（豊栄） 鈴木　正夫（椿海）

農地委員会 農政委員会 農地銀行 運営委員会

委員長
石毛　甲子男（栄）

委員長
塚本　繁雄（共興）

会長
穴澤　久男（野田）

委員長
佐藤　正剛（飯高）

副委員長
渡邉　弘仁（匝瑳）

副委員長
久古　浩二（豊和）

副会長
山﨑　幸治（須賀）

副委員長
大木　丈雄（須賀）

佐藤　正剛（飯高） 佐藤　正剛（飯高） 佐藤　正剛（飯高） 大木　章寿（栄）

今井　睦子（豊和） 安藤　幸春（椿海） 塚本　繁雄（共興） 郡司　武幸（栄）

伊藤　栄治（共興） 大木　章寿（栄） 佐藤　喜巳（中央） 石田　利之（匝瑳）

椎名　正和（栄） 佐藤　喜巳（中央） 今井　睦子（豊和） 伊藤　栄治（共興）

山﨑　幸治（須賀） 石田　利之（匝瑳） 大木　　寛（栄） 伊藤　喜信（野田）

川口　京子（平和） 大木　丈雄（須賀） 渡邉　弘仁（匝瑳） 久古　浩二（豊和）

大木　一夫（吉田） 熱田　幸子（野田） 大木　一夫（吉田） 川口　京子（平和）

石井　敏雄（野田） 大木　一夫（吉田） 椎名　勝英（栄） 大木　一夫（吉田）

伊藤　定夫（中央） 伊藤　定夫（中央）

新
規
就
農
者
に
激
励
品
贈
呈

新
規
就
農
者
に
激
励
品
贈
呈

　

海
匝
・
山
武
地
区
の
農
業
委
員
と
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
合
同
の
研
修
会
が
、
10

月
25
日
に
旭
市
の
東
総
文
化
会
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
法
が
改
正
後
、
初
め
て
開
催

さ
れ
た
合
同
研
修
会
で
は
、
農
地
法
と
遊
休

農
地
対
策
、
農
地
中
間
管
理
事
業
・
農
業
者

経
営
力
強
化
・
農
地
集
積
促
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

経
営
力
強
化
・
農
地
集
積
促
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

11
月
11
日
、
千
葉
市
の
青
葉
の
森
公
園
芸

術
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
で
、
農
用
地
の
利
用
集
積
の
た
め
に

積
極
的
な
活
動
を
行
い
、
地
域
農
政
の
発
展

に
尽
く
し
た
功
績
者
と
し
て
、
増
田
正
義
さ

ん
（
春
海
地
区
）
に
県
知
事
感
謝
状
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
（
＝
写
真
）。

第
11
回
そ
う
さ
農
業
ま
つ
り

第
11
回
そ
う
さ
農
業
ま
つ
り

　

11
月
13
日
、
市
役
所
駐
車
場
な
ど
を
会
場

と
し
た
農
業
ま
つ
り
に
参
加
し
、
農
業
者
年

金
に
つ
い
て
の
相
談
や
米
消
費
拡
大
推
進
の

た
め
、
地
元
匝
瑳
市
産
の
お
米
を
抽
選
に
よ

り
無
料
配
布
し
ま
し
た
。

　

新
規
就
農
者
の
小
川
宏
康
さ
ん
（
栢
田
地

区
）
と
横
山
慶
子
さ
ん
（
堀
川
地
区
）
に
農

業
委
員
会
か
ら
激
励
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

小
川
宏
康
さ
ん
は
平
成
26
年
に
、
農
業
を

事
業
と
す
る
会
社
を
設
立
し
、
農
業
経
営
に

精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

横
山
慶
子
さ
ん
は
農
業
を
始
め
て
一
年
半
。

ミ
ニ
ト
マ
ト
、
カ
ボ
チ
ャ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

を
生
産
・
出
荷
し
て
い
ま
す
（
表
紙
参
照
）。

▲２回行われた抽選会は長蛇の列で大盛況

▲農業まつりの会場で農業委員が見守る中、太田会長から記念品
を受け取る小川宏康さん

農
業
委
員
活
動

ブ
ロ
ッ
ク
別
農
業
委
員
・
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
合
同
研
修
会

ブ
ロ
ッ
ク
別
農
業
委
員
・
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
合
同
研
修
会

年
金
の
加
入
の
推
進
に
つ
い
て
の
研
修
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
匝
瑳
市
に
お
い
て
は
、
平
成
30
年

7
月
か
ら
新
体
制
へ
移
行
し
、
農
業
委
員
は

市
長
が
議
会
の
同
意
を
得
て
任
命
、
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
は
農
業
委
員
会
が
委
嘱

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。



65歳～87歳の年金額（夫婦） 88歳～92歳の年金額（妻のみ）

農山漁村パートナーシップ研修会「地域活性化に活かそう女性の力」
　海匝農山漁村女性団体ネットワーク会員として
当市女性農業委員の３人が運営に携り、10月５日、
旭市青年の家で研修会が開かれました。
　講演に続き、５班に分かれてグループトーク
と意見発表が行われ、川口委員は全体司会、
今井委員は第１班リーダー、熱田委員は第２班
リーダーを務めました。
※海匝農山漁村女性団体ネットワークでは農山漁村にお
ける女性が社会参画できるような環境整備や女性自身
の資質向上を図るための研修会の企画・運営に積極的
に取り組んでいます。

▲１班でのグループトークの内容を発表する
今井委員と司会を務める川口委員

▲「女性の力を活かした地域活
性化」の講演
▲「女性の力を活かした地域活
性化」の講演

女性農業者の長い老後を
しっかりサポートします

女性の農業経営への参画を
しっかり応援します！

自らの力で
老後に安心を！

国民年金の不足分を
しっかりカバーします

農業者年金老後の備えは　　　　　　　　 で安心！ 

老後の備えは万全ですか？老後の備えは万全ですか？ 農業者の老後の生活の収入は、
国民年金＋農業者年金が基本です！

農業者の老後の生活の収入は、
国民年金＋農業者年金が基本です！

➡月額約10万円不足！

農業者年金に夫のみ加入した場合と夫婦で加入した場合の比較

※農業者年金の試算額については、65歳までの運用利回り2.5％、65歳以降の予定利率は0.50％として行っています。
※予定利率は毎年度、農林水産省告示により定められ、平成 28年度は0.50%となっています。各金額は単位未満を四捨五入により表示しています。

夫 月額６万 5千円　　妻 月額６万 5千円
計 月額 13万円

夫 月額４万 3千円

ケース1
農業者年金に
夫のみ加入

ケース2
農業者年金に
夫婦で加入

夫 月額６万 5千円　　妻 月額６万 5千円
計 月額 13万円

夫 月額４万 3千円　　妻 月額 3万 7千円
計 月額８万円

国民年金

農業者年金

国民年金

農業者年金

国民年金

農業者年金

国民年金

農業者年金

合計：月額 17万 3千円

合計：月額 21万円

妻 月額６万 5千円

なし

妻 月額６万 5千円

妻 月額3万7千円

合計：月額 6万 5千円

合計：月額 10万 2千円

日本人の平均余命は、男性84歳、女性89歳
となっており、農業者年金受給者の平均余命
の方が長くなっています。

女性農業者の皆さんへ女性農業者の皆さんへ女性農業者の皆さんへ女性農業者の皆さんへ あなた自身の年金を！あなた自身の年金を！あなた自身の年金を！あなた自身の年金を！

家族経営協定を結べば
保険料の国庫補助も
受けられます。

家族経営協定を結べば
保険料の国庫補助も
受けられます。

農業者年金の加入には
農地の権利名義は要りません。
農業者年金の加入には

農地の権利名義は要りません。

現在65歳の農業者年金受給者の
平均余命は、男性が22年（87歳）、
女性が27年（92歳）です。

女性の老後は男性以上に長い道のりです。

国民年金の支給額は月額最高6万5千円、
夫婦お二人で約13万円です。

一方、高齢農家の家計費は夫婦お二人で
23万8千円が必要となるデータがあります。

認定農業者で青色申告をしている方と家族経
営協定を結んで農業経営に参画している配偶
者も保険料の国庫補助が受けられます。

ご主人だけが農業者年金へ加入していたと
したら、先にご主人が亡くなった時、あなた
の老後の支えは国民年金だけになってしま
います。一人一人の備えが大切です。

夫と妻は同年齢で、農業者年金へは30歳で保険料月額２万円で通常加入し、農業者年金受給者の平均余命（男性87歳、女性92歳）まで生存するとして比較

最寄りのＪＡ、農業委員会（☎73-0090）または独立行政法人農業者年金基金（☎03-3502-3942）



全
国
農
業
新
聞
を

購
読
し
ま
せ
ん
か

農
地
の
適
正
な
管
理

を
お
願
い
し
ま
す

【農地中間管理事業の仕組み】（農業振興地域の農地などに限ります）

農地中間管理機構
①農地を借り受けます
②担い手がまとまりのある形で農地を利
用できるよう配慮して貸し付けます

出し手 （公社）千葉県園芸協会

借 

受
貸 

付

担い手

農地を
貸したいなあ…

よし、
規模拡大しよう！

担い手

希
望
す
る
受
け
手
が
い
る
場
合
も

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

農
地
の
出
し
手
を
募
集
中
で
す

先祖代々の土地を
荒らしたくない…

年をとり
後継者もいない…

貸していた
農地を返されて
しまった…

農地を相続したが
耕作できない…

を
活
用
し
ま
し
ょ
う

を

千
葉
県
農
地
中
間
管
理
機
構

千
葉
県
農
地
中
間
管
理
機
構

　

購
読
料
月
７
０
０
円（
送

料
、税
込
）購
読
の
申
し
込

み
は
農
業
委
員
会
事
務
局

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
見
本
紙
を
見
て
み
た
い
方
は

全
国
農
業
新
聞（
新
聞
業
務
部
）

☎
０
３（
６
９
１
０
）１
１
３
０

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

全
国
農
業
新
聞
は
、
農
家
の
た
め
に
農
業
経

営
や
暮
ら
し
の
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

毎
週
金
曜
日
発
行

　

規
模
を
拡
大
し
た
い
担
い
手
に
貸
し
付
け

る
農
業
振
興
地
域
内
の
農
地
を
探
し
て
い
ま

す
。
農
業
か
ら
の
リ
タ
イ
ア
を
考
え
て
い
る
、

相
続
し
た
農
地
の
管
理
に
困
っ
て
い
る
、
水

田
を
や
め
て
畑
に
専
念
し
た
い
な
ど
で
、
貸

し
た
い
農
地
が
あ
る
方
は
、
農
地
の
あ
る
市

町
村
又
は
、
公
益
社
団
法
人
千
葉
県
園
芸
協

会
（
農
地
中
間
管
理
機
構
（
以
下
機
構
））

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
機
構
が
農
地
の
受
け

手
を
探
し
ま
す
。
ま
た
、
賃
料
の
徴
収
、
支

払
い
は
機
構
が
行
い
ま
す
。

　

遊
休
農
地
は
、
雑
草
雑
木
の
繁
茂
や
害
虫

の
発
生
、
更
に
荒
廃
が
進
む
こ
と
で
有
害
獣

の
住
処
や
、
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
の
原
因
と
な

る
可
能
性
が
あ
り
、
周
辺
で
耕
作
を
し
て
い

る
農
業
者
に
迷
惑
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
り
ま

す
の
で
、
農
地
所
有
者
は
、
自
分
の
農
地
は

責
任
を
持
っ
て
管
理
し
、
他
人
に
迷
惑
を
か

け
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

農
地
法
で
は
「
農
地
に
つ
い
て
所
有
権
ま

た
は
賃
借
権
そ
の
他
の
使
用
及
び
収
益
を
目

的
と
す
る
権
利
を
有
す
る
者
は
、
当
該
農
地

の
農
業
上
の
適
正
か
つ
効
率
的
な
利
用
を
確

保
す
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
農
地
の
一
定
割
合
以
上
を
、
機
構

に
貸
す
場
合
や
個
人
が
一
定
の
要
件
を
満
た

す
場
合
、
協
力
金
の
交
付
が
受
け
ら
れ
ま
す

（
別
途
市
町
村
に
申
請
が
必
要
）。

　

詳
細
は
匝
瑳
市
産
業
振
興
課
（
電
話
７
３
‐

０
０
８
９
）
ま
た
は
、（
公
社
）
千
葉
県
園

芸
協
会
農
地
部
（
電
話
０
４
３
‐
２
２
３
‐

３
０
１
１
）
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

人
と
農
地
の
問
題
を
解
決
す
る
に
は…


